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 1985年から運用

 日本全体の学術資料の総合目録データベース 日本全体の学術資料の総合目録デ タ ス

 オンライン共同分担目録方式

 国内外の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌の目
録を収録

図書書誌 図書所蔵 雑誌書誌 雑誌所蔵 著者名典拠 参加機関数

9 082 671 105 214 111 317 811 4 499 232 1 529 041 1 234
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9,082,671 105,214,111 317,811 4,499,232 1,529,041 1,234

2010年3月31日現在
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NACSIS-CATデータベース登録レコード数の推移
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http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/stats/cat/

中国語, 406,060 
ロシア語, 221,365 

スペイン語, 124,382 
イタリア語, 110,235 

韓国・朝鮮語, 73,392 アラビア語, 50,783 
その他, 316,564 

日本語

英語
5位（全体の5％）

9位（全体の1%）

日本語, 3,188,320 

ドイツ語, 1,038,874 

フランス語, 559,918 

英語

ドイツ語

フランス語

中国語

ロシア語

スペイン語

イタリア語

韓国・朝鮮語

アラビア語

5位（全体の5％）
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英語, 2,981,718 

その他

未記入

As of 2010/03/31
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 マニュアル類
◦ 目録規則は NCR87年版改訂3版とAACR2に準拠
◦ 目録情報の基準（第4版）

標準

独自

◦ コーディングマニュアル
◦ http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/catmanual.html

 フォーマット
◦ CATP形式
 MARC21変換

ツールはあり

典拠フ イル

独自

◦ 典拠ファイルへ
◦ のリンク
◦ 書誌階層（2階層）
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 システム面での改修
◦ データベースのUCS化（2000）

デ◦ 漢字統合インデックスの導入（2000）

 コーディングマニュアル・取扱いの整備
◦ 中国語資料（1998）
◦ 韓国・朝鮮語資料（2002）
◦ アラビア文字資料（2003）

タイ文字資料 デ ヴァナ ガリ 文字資料（2006）◦ タイ文字資料、デーヴァナーガリー文字資料（2006）
◦ http://www.nii.ac.jp/CAT-ILL/archive/catmanual.html#3

 現在は多言語対応済という認識
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 適用する目録規則

◦ 日本目録規則を採用

 文字（簡体字・ハングル）の取り扱い 文字（簡体字 ハングル）の取り扱い

◦ 転記の原則の問題

◦ DBのUCS化で解決

 よみ・わかち
◦ 配列・標目の問題ではなくアクセスポイントの問題

◦ NACSIS-CAT独自ルールをコーディングマニュアルで規定

◦ 中国語ではPinyinのためのシステムの拡張（TRVR , VTVR, PTBTRVR , AHDNGVR）

 検索語の扱い 検索語の扱い

◦ 漢字統合インデックスの採用

◦ ハングルでの検索

 参照MARCの投入

◦ CHINAMARC

◦ KORMARC
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 ＩＤ：著者名典拠ＩＤ

統 標目形
<DA03078988>
HDNG:李 退渓(15011570)||이 퇴

 ＨＤＮＧ：統一標目形
◦ 名称（付記事項）||名称のヨ

ミ

 ＳＦ：参照標目形
◦ 参照標目の名称||名称のヨ

ミ

HDNG:李, 退渓(1501-1570)||이, 퇴
계
TYPE: p  
DATE: 1501-1570  
SF: 李, 退溪||リ, タイケイ
SF: イ, テゲ
SF: Li, Tui-xi 
SF: 李, 滉||이, 황
SF: 李, 滉||イ, ファン

 ＳＡＦ：相互参照

◦ 相互参照先の統一標目形
<参照先ID>

SF: 李, 滉||リ, コウ
SF: Yi, Hwang 
NOTE: SRC: 陶山全書/ 李退渓
[著](退渓学研究院, 1988)  
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 （3）典拠レコードの標目について
 著者標目に関しては，原則として，最初に典拠レコードを作

成する際に用いた資料に表示されている字体のまま記録す成する際に用いた資料に表示されている字体のまま記録す
る。ただし，著名な著者等については，最も良く知られた字
体で記録する。
◦ 著名な著者に関しては，著者名の表現が，漢字，ハングル，カタカ

ナ，ラテン文字等の字体である可能性があるが，そのなかで最も
良く知られた字体を採用する。

◦ 韓国・朝鮮語の個人名について，日本人と同様，姓，名 をカンマで
区切る。

◦ ハングルで標記された団体著者名には，ハングルヨミを付与する。
◦ カタカナ表記の標目は，日本名と同じ扱いとし，ハングルヨミは付

けない。
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項目 ヨミの取扱い 備考

個人著者名（漢字） ハングルヨミ分かち書き 採用されなかった表記は
ＳＦフィールドへ記入できる個人著者名（ハングル） なし

団体著者名（漢字，ハングル） ハングルヨミ分かち書き

 文字種を限定しない
ＨＤＮＧの形式

韓 朝鮮 名 漢字表 グ 表

 その著者の著作の主たる言語で決定される
◦ 利用者の主たる言語ではない
◦ 翻字によるゆれを防ぐことができる

韓国・朝鮮人名 漢字表記||ハングル表記

日本人名 漢字表記||カナ表記

中国人名 漢字表記||カナ表記||ローマ字表記

西洋人名 ローマ字表記
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◦ 翻字によるゆれを防ぐことができる。

 「最初に典拠レコードを作成する際に用いた資料に表
示されている字体」に起因する課題あり


